
 

 

１．「子どもの手本となる５０の言葉」とは 

宇都宮市では，「人間力の高い，心豊かでたくましく生きる人」を目指して，

家庭，地域，学校，企業などが，世代の違いを超えて，心を一つに，横のつなが

りを深めながら，社会総ぐるみによる人づくりを推進しています。 

社会総ぐるみによる人づくりをより一層推進するために，大人が子どもの手

本として行動する拠り所として，「子どもの手本となる５０の言葉」を選定しま

した。 

【こんな言葉を選んでいます】 

・ 日本に古くから伝わることわざや故事成語など，先人の知恵がつまって

おり，行動に深みを与えてくれる言葉から選んでいます。 

・ 宇都宮市の小中学校では，ことわざや故事成語を用いて，子ども向けに

「心を育てる５０の言葉」を選定し，活用しています。子どもと同じ目標

を共有し，家庭等で子どもと大人が話し合うきっかけとなるよう，子ども

版に記載されている言葉を中心に，アンケートで多くの市民の皆様に選ん

でいただきました。 

・ 宇都宮市の市民と行政が共有する人づくりの指針である「宮っこ未来ビ

ジョン」で目指す行動目標とつながっています。 

（例） 

・ 目標実現に向けて，確固たる意志をもちながら，自己の責任において，

粘り強く自己実現に取り組むこと 

・ 激変する社会で，常に学び続ける姿勢をもつとともに，必要な情報を

活用しながら創造的に問題解決すること など 
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「子どもの手本となる５０の言葉」一覧 

 

  

それぞれどんな意味かな 

調べてみよう 
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２．「子どもの手本となる５０の言葉 ここがすごい！大人の行動コンクール」 

について 

「子どもの手本となる５０の言葉 ここがすごい！大人の行動コンクール」

を令和２年７月から９月に開催し，「５０の言葉」に当てはまる大人の行動事例

を募集しました。小学生の部２５２点，中学生の部３７６点，大人の部１８点の

ご応募をいただき，審査の結果，各部門の受賞者が決定いたしました。 

また，「子どもの手本となる５０の言葉」の普及・啓発に向けて，受賞した行

動事例（小学生の部，中学生の部，大人の部それぞれ５点）をもとに漫画を作成

しました。（本資料の４ページ以降掲載） 

 

 参考：コンクールチラシ 

【表面】                  【裏面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：コンクール表彰式（令和２年１２月３日 宇都宮市役所 １４大会議室） 
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